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令和２年度 学校評価の評価結果及び改善方策等について 

 

１ 令和２年度に向けた改善方策の実施結果について 

  令和元年度の学校関係者評価に基づき、前校長により策定された令和２年度重点目標

及び改善の方策について引き継いだ。現校長は、それらを受けて、令和２年度学校経営

計画を以下のように策定した。 

 

今年度の重点目標 

（１）基礎学力の定着  

①ユニバーサルデザインの指導や環境整備を徹底し、「分かる授業」を実践しながら、

児童が学びの成果を実感できるようにする。  

②授業改善推進プラン等に基づく組織的な授業改善やＩＣＴを活用し、授業の質の

向上を図る。 

③３・４年生は【英語に慣れる】、５・６年生は【英語に親しむ】ことを目標に外国

語活動や外国語科について、英語専科を中心に一貫・継続した指導を行う。また、

国語との連携を図り、日本語の特徴や言語の豊かさに気付く指導を充実する。  

④プログラミング教育を各教科の年間指導計画に位置付けて実践する。  

⑤きはだ（肢体不自由）くすのき（知的固定）併設のメリットを生かし、校内 

 委員会を適時、実施して特別な支援を要する「困り感」を抱えた児童を共通  

理解し、支援を充実することや共生社会での自立を目指したインクルーシブ  

教育システムの構築等の特別支援教育の充実を図る。  

 （２）健やかな心と体の育成  

      ①Ｑ―Ｕテストを活用し、学級集団の状況を分析し、支援が必要な児童の状況  

を分析し、学校や学級の居心地感を高める。  

②「遊び」や体育の授業を充実し、体力や運動能力の向上を図る。また、オリ  

ンピック・パラリンピック教育を充実し、２０２１年に実施予定の東京オリ 

ンピック・パラリンピックへの意識の醸成を図る。  

 （３）言語活動の充実と言語能力の確実な育成  

①児童が主体的に読み、表現する力を育成するために、説明的な文章の学習を通し

て、児童の国語力を高める研究を推進する。  

②発達段階に応じた語彙の確実な習得、意見と根拠、具体と抽象を押さえて考える

など、情報を正確に理解し、適切に表現する言語能力を育成する。また、学習の基

盤としての言語活動の充実を図る。  

（４）生活指導や道徳教育、豊かな感性を育む教育の充実  

①学習規律や基本的な生活習慣を身に付けさせるために、「松沢小のあいうえお」等

の松沢小スタンダードを徹底し、生活指導の充実を図る。  

②道徳的価値を自分事として理解し、多面的・多角的に深く考えたり、議論したり

する「特別の教科 道徳」を充実する。 



③芸術教科及び日本の伝統や文化に関する学習活動を通して、豊かな感性を  

育み、日本人としてのアイデンティティの基礎を確立する。 

（５）体験活動の重視 

川場移動教室や日光林間学園の宿泊学習、校外での学習の充実を図るとともに、

地域・保護者・企業等、外部の教育資産（アウトソーシング）を活用し、体験を重

視した学習活動を推進する。 

（６）特別活動の重視 

特別活動は、児童の自主性・自律性を高め、自己有用感の育成を図る絶好の教 

育活動である。それらの活動を通して、社会に貢献する態度や能力を培う。  

 （７）安全・安心の確保  

     学校が児童にとって安全で安心して過ごせる場とするために、いじめ対策や不登

校への対応、アレルギー疾患への対応を組織的に行う。  

（８）地域運営学校としての充実、保護者や地域との連携 

    ①地域運営学校の機能を充実していくためには、教員も地域の行事等へ参加するこ

とを通して、保護者や地域との行動連携を図る。基本は、地域や保護者とのあい

さつから始める。  

      ②松沢中との小中連携や赤堤小との小小連携、近隣、幼稚園・保育園との教員や児

童・生徒の交流活動を積極的に展開する。 

 （９）組織体としての学校機能の発揮  

様々な課題に一人一人で抱え込むことなく、全教職員が学校としての一貫した方

針に基づき指導に当たったり、迅速かつ組織的に対応したりする。教育内容や時

間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保などを通して、教育課程に基づく

教育の質を向上させ、学習効果の最大化を図るカリキュラムマネジメントを実施

する。 

   ①学校運営組織の活性化を図るとともに、課題の検討に当たっては、前年踏襲をや

め、スクラップ＆ビルドを基本に検討する。  

   ②校務運営を日常におけるＯＪＴとする。各部会や全体への情報伝達において「分

かっていると思うが、確認をする。」を信条に、綿密なコミュニケーションを図る。  

   ③若手教員は、近い将来、東京都の教育を支えていく人材である。仕事（研究）には

厳しく、そして厳しさの中にも温かな人間関係の中で育てていく。  

   ④管理職は、教職員と共に働き方改革に資する提案を検討していく。  

   

これらの重点目標に基づき、今年度の具体的な方策５０項目を定め、教職員の自己申告

書との連携を図り、実践してきた。実施結果については次項目で述べる。 

 （令和２年度学校経営計画については、別紙参照） 

 

２ 自己評価結果 

 別紙「令和 2 年度 自己評価結果」を参照 

 

３ 令和 3 年度に向けた重点改善項目 

 令和 2 年度学校経営計画に基づく、自己評価結果から以下の点について次年度、重点的

に改善策を実施する。 



番号 評価の観点 改善策 

 ７ 東京ベーシックドリルを活用し、４

年生までに身に付ける学習内容の定

着を図るとともに、４年生以上で定

着度診断調査を行う。 

・ベーシックドリルの活用計画を立てる。 

・学年では、授業や夏の補習でベーシック

ドリルを活用できなかったため、今後は

モジュールや学期末の復習として活用で

できるよう、印刷しておく。 

・朝活動にベーシックドリルを活用するこ

とに統一する 

・夏季補習やモジュールなどで活用する。 

・取り組んだ後に学年でフォローする時間

をもつ。 

１１ 体力及び運動能力テストの結果を分

析し、課題を明らかにして体つくり

月間を充実させ、休み時間にも運動

に取り組めるようにしたり、体育の

指導内容の重点化を図ったりして体

力や運動能力の向上を図る。 

・体力テストを実施できていないので、課

題を明確にした体つくり月間ができてい

ない。（体づくりは、クラスの授業で実

施） 

・来年度は兄弟学年で実施する。 

１２ オリンピック・パラリンピック教育

の実践を通して、児童に意識の醸成

を図る。 

・オリンピックが延期になったので、でき

なかった。来年度は子供に意識させるよ

うな授業を取り入れる。 

・２０２１開催に向けて、計画的に実施す

る。 

２２ 児童の日常の清掃活動に力を入れる

とともに、各分掌が連携して、ごみ

のない清潔な校内・外の環境を維持

する。 

・感染予防（密を防ぐ。）で来年度も清掃

時間は確保できない。 

・帰りの会でゴミ拾いをするなど児童に意

識付けをする。 

３５ 学校と地域が双方向での協力関係を

構築するために、教員が地域や

PTA の行事に参加し、保護者・地

域の願いや期待を知る。 

・今年度は、コロナ感染のため参加できて

いない。 

・次年度に期待する。 

３８ 幼稚園・保育園との交流を推進し、

スタート・カリキュラムを実践す

る。また、松沢中学校や赤堤小学校

との交流を深め、幼保小中の連携を

図る。 

・スタート・カリキュラムは実施した。幼

小交流は、今年度は難しいと考えてい

る。松沢中と赤堤小との交流はコロナ感

染予防のため実施していない。 

・次年度に期待する。 

 

４ 令和 3 年度 学校経営計画 

  令和 3 年度も新型コロナウイルス感染症対策を講じる必要がある。「３ 重点改善項

目」に視点を置きながら、別添「令和 3 年度学校経営計画」に基づき、バランスよく本

校の教育活動を改善・推進する。 


